
令和６年度法科大学院教育課程連携協議会議事要旨（14：30～16：34） 

 

                              2025年 3月 27日作成 

 

Ⅰ 令和６年度の開催について 

令和６年度法科大学院連携協議会が、令和７年３月２７日（木）14時 30分より、オンラ

イン形式で開催された。 

 

Ⅱ 出席者 

 野田耕志法科大学院長（１号委員）、林誠司法科大学院教務委員長（２号委員）、小野寺優

剛弁護士（３号委員）、縄野歩弁護士（３号委員）、富所恵未弁護士（４号委員） 

 

Ⅲ 協議事項・報告事項 

 協議事項 

 １．令和６年度の入学者の状況について 

 ２．令和６年度の司法試験合格者の状況について 

 ３．法曹プログラム修了予定者による特別選抜について 

 ４．司法試験の在学中受験について 

５．進級・修了状況について 

 ６．未修者教育について 

 ７．修了生支援について 

 ８．その他 

 

Ⅳ 協議 

 冒頭で法科大学院長より、協議事項１～７の概要について説明を行い、その後、協議に移

った。各委員からは、主に、以下の意見が出された。 

 ○北大法学部出身者が減少している。地域法曹界の脆弱化にもつながるため、優秀な学部

生にはぜひ法科大学院へ進んでもらいたい。 

 ○司法試験の CBT化についての対応が重要。なるべく模擬テストを受け、フィードバック

を多くした方が良い。 

 ○未修者が既修者から勉強の仕方を学ぶなど、未修者と既修者の交流が重要である。カリ

キュラム上も工夫が必要。 

 ○未修から弁護士になった方から生の声を学生に伝えるなど、弁護士会として出来る事

があれば協力するので申し出願いたい。 

 

                                    （以上） 


